
 

                                 平成３０年１月１０日 

                          我孫子市少年センター便り第１５１号 

                          

                     我孫子市少年指導員連絡協議会 会長 飯山初美

                     我孫子市 少年センター センター長 横山悦子 

                     電話 ７１８５-１３６７  ＦＡＸ ７１８２-５８６７ 

 

新年 明けましておめでとうございます 
 

        

 

 

 

 

 

 

第２回少年指導員研修会 
「国立武蔵野学院」に行ってきました！    10/18(水) 

ここは、「児童自立支援施設」のひとつです。各都道府県と政令指定都市には、法律で設

置することが決められています。国立武蔵野学院は日本で２つしかない国立の施設です。 

※武蔵野学院は男子のみで、もうひとつは加茂川にある女子のみの施設です。 

  

埼玉県さいたま市に、国立武蔵野学院という施設が

あります。そこには、不良行為をしてしまった少年、

してしまうおそれのある少年、さまざまな事情で親と

離れて生活している少年、心に病を患った子ども達が

います。その子ども達の状況に応じて必要な指導・自

立を支援している施設です。 

わたしが想像していた様子とは違い沢山の自然に

囲まれ、何より寮長をはじめ職員の方々の愛情にあふ

れた場所であり、生活を２４時間共にすることで職員と子ども達との信頼関係がとても深いと

いう印象を受けました。 

学院を退所した後、社会にでてからの生活は決して楽ではないと思いますが、自分のことを

大切に思ってくれる大人がいるということを忘れずにがんばってほしいと思いました。 

今回の研修でとても貴重な時間を過ごすことができました。（白山中区 椎名 笑子） 

第３回少年指導員研修会 

 テーマ『問題を抱えた児童生徒の対応と学校と 
警察・児童相談所との連携』11/30(木) 

講師 千葉県警察本部生活安全課 課長補佐 伊藤 昭広氏 

講師 千葉県柏児童相談所 診断指導課長  福永 綾乃氏 

参加者の声 

○伊藤氏の話を聞き、困った時はためらわず警察に連絡し相談して 

もよいこと、必要であれば「スクールサポーター」を要請できることがわかり対応の幅が広

がりました。 

○福永氏の話を聞き、「もしかしたら・・・」といった疑いの段階で通報していいこと、一人

で解決をしないで組織で対応をすることの大切さを学びました。                  

 

きずな

きずな 

「手賀沼の 
うなきちさん」 

平成３０年が幕を開けました。本年もよろしくお願いします。 

市内の小中学校は９日が始業式でした。子ども達は、新しい年を迎え大き

な夢を持ち希望を胸に抱き、きらきらとした瞳で登校しました。 

この時期、夜間から明け方にかけて気温が低下しますと濡れた路面が凍結

する場所もありますので、車や自転車の運転には十分な注意が必要です。  

本年も、学校や家庭と連携した青少年健全育成活動へのご協力をよろしく

お願い致します。 



                     

 

 JR・私鉄等交通機関を利用して、通勤・通学する青少年たちに「愛のひと声」をかけ、実態を

把握するとともにマナーの向上、非行防止、健全育成に努めることを目的とし、各市補導員連

絡協議会単位で駅構内や列車内及び駅周辺のパトロールを実施しています。 

（ 柏市～取手駅 我孫子駅～布佐駅を中心に実施 ） 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

１１月１５日（水）

7:30～9:00 遅刻　１人

8:30～10:00

１１月１５日（水）

15:30～17:00

１１月１６日（木）

7:30～9:00 声かけ　３人

8:30～10:00

１１月１６日（木）

15:30～17:00

合 計 94 0 0 0 1 3 4 0 0 0 1 3 4

中 学 生 高 校 生 そ の 他 合 計

補 導 人 数

実 施 日
参
加
数

主な補導対象行為

18 0 0 0 0 1 10 0 0

26 0 0 0 0 0 0

1 1 0

0

18 0 0 0 1 1

0 0 0 0

2 30 0

0

32 0 0 0 0 0 0 0

2 3 0

0 0 0 0 0

 
            ◆列車補導に参加した少年指導員より◆ 

・特に目に付く問題行動・迷惑行為等は見られませんでした。車内ではスマートフォン
を見ている人がほとんどでした。               
・年に一回ですが、このようなパトロールは必要だと思いました。「声かけをすること
に意味がある」ということを確認して実施しました。 
・ウインドブレーカーを着用して実施しているので、一般の方にも活動を知っていただ
ける良い機会となったと思います。 

当日は、少年指導員はもちろんのこと、鉄道警察隊、我孫子警察生活安全課および東葛少年

センター職員の方にも参加していただき、様々な視点からの補導活動ができました。 

お忙しい中ご協力をいただきまして、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

歳末防犯パトロール １２月１５日（金） 

年末の犯罪被害や非行・交通事故などから子どもたちを守るため、千葉県青少年補導員連絡

協議会、千葉県青少年補導センター主催の県下一斉合同パトロールが実施されました。これは、

青少年補導センターを設置している１９市で一斉に行われ、約１,２００人が参加しています。

 少年指導員の皆さんも各地区に分かれて、午後７時から８時までパトロールを実施しました。 

我孫子市の犯罪発生率の低さや安全・安心な生活は、このような取り組みに携わる多くの方

の努力のたまものであることを改めて実感しました。 


